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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、０．５質量％以下のカル
シア、及び０を超え０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含むことを特徴
とする無機繊維。
【請求項２】
　（ｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．
３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．
３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０
．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．
２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．１
７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．
１５質量％の酸化リチウム；
（ｖｉｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０
．１質量％の酸化リチウム；
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（ｖｉｉｉ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え
０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．
０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び０を超え０．０
０５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、請求項１に記載の無機繊維。
【請求項３】
　６５～８６質量％のシリカ、１４～３５質量％のマグネシア、及び次の範囲のいずれか
１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え０．０４５
質量％まで、（ｉｉｉ）０．００２～０．０４質量％、（ｉｖ）０．００５～０．０４質
量％、（ｖ）０．０１～０．０４質量％、（ｖｉ）０．０２～０．０４質量％、（ｖｉｉ
）０．０３～０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）０．０３５～０．０４質量％、の繊維化
生成物を含む、請求項１に記載の無機繊維。
【請求項４】
　７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．４５質
量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、請求項１に記載の無機繊維。
【請求項５】
（ｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．３
５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．
３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０
．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．
２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．１
７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．
１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０
．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え
０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．
０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び０を超え０．０
０５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、請求項４に記載の無機繊維。
【請求項６】
　７０～８０質量％のシリカ、２０～３０質量％のマグネシア、及び次の範囲のうちいず
れか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え０．０
４５質量％まで、（ｉｉｉ）０．００２～０．０４質量％、（ｉｖ）０．００５～０．０
４質量％、（ｖ）０．０１～０．０４質量％、（ｖｉ）０．０２～０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）０．０３～０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）０．０３５～０．０４質量％、の繊
維化生成物を含む、請求項５に記載の無機繊維。
【請求項７】
　７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．４５質量％
までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、請求項１に記載の無機繊維。
【請求項８】
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（ｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．３５質
量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．３質
量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．２
５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．２質
量％までの酸化リチウム；
（ｖ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．１５質
量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．１質
量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．０
７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．
０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．０１
質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、０を超え０．００５
質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、請求項７に記載の無機繊維。
【請求項９】
　７７～８０質量％のシリカ、２０～２３質量％のマグネシア、及び次の範囲のうちいず
れか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え０．０
４５質量％まで、（ｉｉｉ）０．００２～０．０４質量％、（ｉｖ）０．００５～０．０
４質量％、（ｖ）０．０１～０．０４質量％、（ｖｉ）０．０２～０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）０．０３～０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）０．０３５～０．０４質量％、の繊
維化生成物を含む、請求項８に記載の無機繊維。
【請求項１０】
　７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．４５質量％
までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、請求項１に記載の無機繊維。
【請求項１１】
（ｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．３５質
量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．３質
量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．２
５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．２質
量％までの酸化リチウム；
（ｖ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．１５質
量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．１質
量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．０
７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．
０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．０１
質量％までの酸化リチウム；又は
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（ｘ）７８～８０質量％のシリカ、２０～２２質量％のマグネシア、０を超え０．００５
質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、請求項１０に記載の無機繊維。
【請求項１２】
（ｉ）前記繊維化生成物は、０を超え１１質量％のジルコニアを含む；
（ｉｉ）前記繊維化生成物は、Ｆｅ2Ｏ3として測定した酸化鉄を１質量％以下で含有する
；
（ｉｉｉ）前記繊維化生成物は、０．３質量％以下のカルシアを含有する；及び／又は
（ｉｖ）前記繊維は、３．５μｍを超え７．５μｍまでの平均直径を有する
のうちの少なくとも１つを更に特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の無機
繊維。
【請求項１３】
　前記繊維は、１２６０℃で５％以下の収縮を示す、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の無機繊維。
【請求項１４】
　前記繊維は、１４００℃で５％以下の収縮を示す、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の無機繊維。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）に基づき、２０１４年７月１６日出願の米国特
許仮出願第６２／０２５，１４２号の出願日の利益を主張し、その開示を参照により本願
に援用する。
【０００２】
　熱絶縁、電気絶縁、又は音響絶縁材料として有用であり、使用温度が１２６０℃以上で
ある耐高温性無機繊維が提供される。該耐高温性無機繊維は、容易に製造可能であり、使
用温度への暴露後に低収縮を示し、使用温度への連続暴露後に良好な機械的強度を保持し
、生理液中で低い生体内持続性(biopersistence)を示す。
【背景技術】
【０００３】
　絶縁材産業は、熱絶縁、電気絶縁及び音響絶縁用途において、生理液中で非耐久性であ
る繊維、即ち、低い生体内持続性を示す繊維組成物を使用することが望ましいと判断して
いる。
【０００４】
　候補材料が提案されてきたが、該候補材料の使用限界温度は、耐高温性繊維を使用する
用途の多くに対応できるほど十分に高くない。例えば、このような低生体内持続性繊維は
、使用温度で高い収縮を示し、かつ／又は１０００℃～１４００℃の範囲の使用温度に曝
されたときに、耐火セラミック繊維と比べて機械的強度の低下を示す。
【０００５】
　耐高温性の低生体内持続性繊維は、絶縁される物品に有効な熱的保護を提供するため、
予想暴露温度において、及び予想使用温度への長期又は連続暴露後に、収縮が極小でなけ
ればならない。
【０００６】
　絶縁に使用される繊維に重要な、収縮特性によって表される温度耐性に加えて、低生体
内持続性繊維は、予想使用又は供用温度への暴露中及び暴露後に、使用中の繊維の構造的
完全性及び絶縁特性の維持を可能にする機械的強度特性を有することも必要である。
【０００７】
　繊維の機械的完全性の１つの特徴は、使用後脆砕性である。繊維は、脆いほど、即ち、
破壊又は崩壊して粉末になり易いほど、その機械的完全性は低い。一般に、耐高温性と生
理液中での低生体内持続性との両方を示す無機繊維は、比較的高い使用後脆砕性も示す。
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その結果、供用温度への暴露後に、その絶縁目的を達成するのに必要な構造を提供できる
強度又は機械的完全性が欠如した脆い繊維が生じる。繊維の機械的完全性の他の尺度とし
ては、圧縮強度及び圧縮復元率が挙げられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　所望の成分の繊維化可能な溶融物から容易に製造でき、生理液中での低い生体内持続性
、１２６０℃以上（例えば、１４００℃以上）の使用温度への暴露中及び暴露後の低収縮
を示し、予想使用温度への暴露後に低い脆性を示し、１２６０℃以上（例えば、１４００
℃以上）の使用温度への暴露後に機械的完全性を維持する、改善された無機繊維組成物を
製造することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　無機繊維が１０００℃～１５００℃の高温に暴露したときに改善された熱安定性を示す
耐高温性のアルカリ土類ケイ酸塩繊維が提供される。適量の酸化リチウムをアルカリ土類
ケイ酸塩無機繊維に含むことで、繊維収縮が低減し、機械的強度が酸化リチウム添加なし
のアルカリ土類ケイ酸塩繊維の強度を超えて増強されることが見出された。この繊維は、
予想使用温度への暴露後に、生理液中での低い生体内持続性、線収縮率の低下、及び機械
的強度の改善を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、及び約１質量％までの酸
化リチウムの繊維化生成物を含む。
【００１１】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、カルシア及び約１質量％
までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【００１２】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、カルシア、及び約１質量％までの酸化
リチウムの繊維化生成物を含む。
【００１３】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含まれてもよい。
【００１４】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、カルシア、酸化リチウム
、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含まれ
てもよい。
【００１５】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、カルシア、酸化リチウム、及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含まれてもよい。
【００１６】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、酸化リチウム、及び粘度
調整剤としてのアルミナの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で
含まれてもよい。
【００１７】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、カルシア、酸化リチウム
、及び粘度調整剤としてのアルミナの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％
までの量で含まれてもよい。
【００１８】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、カルシア、酸化リチウム、及び粘度調
整剤としてのアルミナの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含
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まれてもよい。
【００１９】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、酸化リチウム、及び粘度
調整剤としてのボリアの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含
まれてもよい。
【００２０】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、カルシア、酸化リチウム
、及び粘度調整剤としてのボリアの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％ま
での量で含まれてもよい。
【００２１】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、カルシア、酸化リチウム、及び粘度調
整剤としてのボリアの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含ま
れてもよい。
【００２２】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、酸化リチウム、及び粘度
調整剤としてのアルミナとボリアとの混合物の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約
１質量％までの量で含まれてもよい。
【００２３】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、カルシア、酸化リチウム
、及び粘度調整剤としてのアルミナとボリアとの混合物の繊維化生成物を含む。酸化リチ
ウムは、約１質量％までの量で含まれてもよい。
【００２４】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、カルシア、酸化リチウム、及び粘度調
整剤としてのアルミナとボリアとの混合物の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１
質量％までの量で含まれてもよい。
【００２５】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、ジルコニア、酸化リチウ
ム、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％までの量で含ま
れてもよい。
【００２６】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、ジルコニア、酸化リチウ
ム、及び粘度調整剤としてのアルミナの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量
％までの量で含まれてもよい。
【００２７】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、ジルコニア、酸化リチウ
ム、及び粘度調整剤としてのボリアの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは、約１質量％
までの量で含まれてもよい。
【００２８】
　特定の実施形態によると、無機繊維は、シリカ、マグネシア、ジルコニア、酸化リチウ
ム、及び粘度調整剤としてのアルミナとボリアとの混合物の繊維化生成物を含む。酸化リ
チウムは、約１質量％までの量で含まれてもよい。
【００２９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【００３０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び酸化リチウムの繊維化生成物を含む。酸化リチウムは
、約１質量％までの量で含まれてもよい。
【００３１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
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～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００３２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００３３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００３４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００３５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００３６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【００３７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００３８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００３９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【００４０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００４１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００４２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【００４３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
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との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００４９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
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までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００５５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００５６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００５７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び０～約１
１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００５８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００５９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び０～約１
１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
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【００６０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウム及び０～
約１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び０～約１
１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び０～
約１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び０～約
１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び０～
約１１質量％のジルコニアの繊維化生成物を含む。
【００６７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００６８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００６９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０～約１１
質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボ
リア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘
度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア
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、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物
を含んでもよい。
【００７０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００７１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０～約１１
質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボ
リア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘
度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア
、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物
を含んでもよい。
【００７２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウム、０～約
１１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ
、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合
、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボ
リア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混
合物を含んでもよい。
【００７３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００７４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０～約１１
質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボ
リア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘
度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア
、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物
を含んでもよい。
【００７５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０～約
１１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ
、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合
、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボ
リア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混
合物を含んでもよい。
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【００７６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００７７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０～約１
１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、
ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、
粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリ
ア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合
物を含んでもよい。
【００７８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０～約
１１質量％のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ
、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合
、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボ
リア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混
合物を含んでもよい。
【００７９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む
。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００８０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００８１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００８２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００８３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００８４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
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【００８５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００８６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【００８７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【００８８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【００８９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【００９０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
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～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び
粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボ
リアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約
２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量
％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【００９９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１００】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１０１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え
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約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１０２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１０３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１０４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１０５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１０６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１０７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
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る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１０８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１０９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１１０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１１１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１１２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む
。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１１３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１１４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１１５】
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　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１１６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１１７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１１８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１１９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【０１２０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１２１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１２２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【０１２３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
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までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１２９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１３０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１３１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１３２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
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のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１３３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１３４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１３５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１３６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１３７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１３８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１３９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
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～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１４０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１４１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１４２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１４３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１４４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１４５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む
。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
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～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１４６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１４７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１４８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１４９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１５０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１５１】
（０１５１）　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシ
リカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化リチ
ウムの繊維化生成物を含む。
【０１５２】
（０１５２）　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシ
リカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化
リチウムの繊維化生成物を含む。
【０１５３】
（０１５３）　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシ
リカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０５質量％までの酸化リ
チウムの繊維化生成物を含む。
【０１５４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１５５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【０１５６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１５７】
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　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１５８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１５９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
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～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１６７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１６８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１６９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１７０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
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との混合物を含んでもよい。
【０１７１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１７２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１７３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０１７４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１７５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１７６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０１７７】
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　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０１７８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む
。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１７９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１８０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１８１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１８２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１８３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１８４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。
【０１８５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【０１８６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１８７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維
化生成物を含む。
【０１８８】
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　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。
【０１８９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの
混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％
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までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までの
アルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアと
の混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量
％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％まで
のアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０１９９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリア
との混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質
量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％ま
でのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２００】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２０１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２０２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
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ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０２０３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２０４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０２０５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２０６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アル
ミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する
場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％まで
のボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアと
の混合物を含んでもよい。
【０２０７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０２０８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
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でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２０９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、ア
ルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在す
る場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％ま
でのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリア
との混合物を含んでもよい。
【０２１０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、
アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在
する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％
までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリ
アとの混合物を含んでもよい。
【０２１１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む
。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸
化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３５質量％まで
の酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊維化生成
物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ
、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質量％
のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．３質量％までの酸化
リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
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量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２５質量％まで
の酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊維化生成
物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ
、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質量％
のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．２質量％までの酸化
リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１５質量％まで
の酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊維化生成
物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ
、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウムの繊
維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質量％
のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．１質量％までの酸化
リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシ
リカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチ
ウムの繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８
０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０７５質量
％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２１９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．０５質量％まで
の酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２２０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウムの繊維化生
成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリ
カ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム
の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質
量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸
化リチウムの繊維化生成物を含む。
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【０２２１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウムの繊維化
生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシ
リカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチ
ウムの繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８
０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％ま
での酸化リチウムの繊維化生成物を含む。
【０２２２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘
度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度
調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超
え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量
％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘
度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度
調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超
え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量
％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１
質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸
化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機
繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．３質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整
剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤
が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１
質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％まで
のボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
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無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘
度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度
調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超
え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量
％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１
質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸
化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機
繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．２質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整
剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤
が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１
質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％まで
のボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘
度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度
調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超
え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量
％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整
剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１
質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸
化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機
繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整
剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤
が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１
質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％まで
のボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２２９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約
８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％
までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態による
と、無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、
及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含
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む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる
。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は
０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約
１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘
度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度
調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超
え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量
％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調
整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８
１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％まで
の酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を
超え約０．０１質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調
整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整
剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約
１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％ま
でのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度
調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約
８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％
までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態による
と、無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、
０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。
粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘
度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を
超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質
量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無
機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア及
び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナと
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ボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え
約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質
量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３４】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア
及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナ
とボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超
え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２
質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３５】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．４３質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までの
ジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無
機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．３質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア及び
粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボ
リアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約
２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量
％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３６】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア
及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナ
とボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超
え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２
質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３７】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施
形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマ
グネシア、０を超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジ
ルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機
繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を
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超え約０．２質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア及び粘
度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリ
アとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２
質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％
までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３８】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．１５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア
及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナ
とボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超
え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２
質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２３９】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約
１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施
形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％のマ
グネシア、０を超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジ
ルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、無機
繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．１質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア及び粘
度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリ
アとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約２
質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量％
までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２４０】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的
実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％
のマグネシア、０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％
までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態による
と、無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、
及び０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジル
コニア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びア
ルミナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、
０を超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超
え約２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよ
い。
【０２４１】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
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マグネシア、０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア
及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナ
とボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超
え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２
質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２４２】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え
約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実
施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％の
マグネシア、０を超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％まで
のジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態によると、
無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を
超え約０．０１質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニア及び
粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボ
リアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を超え約
２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約２質量
％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２４３】
　特定の例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超
え約１１質量％までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的
実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量％
のマグネシア、０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％
までのジルコニア、及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。特定の例示的実施形態による
と、無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、
０を超え約０．００５質量％までの酸化リチウム、０を超え約１１質量％までのジルコニ
ア及び粘度調整剤の繊維化生成物を含む。粘度調整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミ
ナとボリアとの混合物から選択できる。粘度調整剤が存在する場合、粘度調整剤は、０を
超え約２質量％までのアルミナ、又は０を超え約１質量％までのボリア、又は０を超え約
２質量％までのアルミナと０を超え約１質量％までのボリアとの混合物を含んでもよい。
【０２４４】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、本明細書に開示するいずれかの範囲のシ
リカ、本明細書に開示するいずれかの範囲のマグネシア、所望により本明細書に開示する
いずれかの範囲のカルシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のジルコニア
、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれ
か１つの酸化リチウムの繊維化生成物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％
まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４
質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量
％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％
、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％。
【０２４５】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４
～約３５質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
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５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２４６】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０
～約３０質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２４７】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２５質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２４８】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２４質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２４９】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２３質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２５０】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０
～約２２質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
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５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２５１】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２２質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２５２】
　更なる例示的実施形態によると、無機繊維は、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９
～約２１質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア
、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するい
ずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウムの繊維化生成
物を含んでもよい：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４
５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約
０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０
４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～
約０．０４質量％。
【０２５３】
　上記の例示的実施形態のいずれかによると、無機繊維は、１質量％以下のカルシアを含
有する。上記の例示的実施形態のいずれかによると、無機繊維は、０．５質量％以下のカ
ルシアを含有する。上記の例示的実施形態のいずれかによると、無機繊維は、０．３質量
％以下のカルシアを含有する。
【０２５４】
　上記の実施形態のいずれかによると、１２６０℃以上の使用温度に２４時間暴露された
ときに５％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的完全性を維持し、生理
液中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機繊維が提供される。
【０２５５】
　上記の実施形態のいずれかによると、１２６０℃以上の使用温度に１６８時間暴露され
たときに５％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的完全性を維持し、生
理液中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機繊維が提供される。
【０２５６】
　上記の実施形態のいずれかによると、耐高温性無機繊維は、１２６０℃以上の使用温度
に２４時間暴露されたときに４％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的
完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す。
【０２５７】
　上記の実施形態のいずれかによると、耐高温性無機繊維は、１２６０℃以上の使用温度
に１６８時間暴露されたときに４％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械
的完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す。
【０２５８】
　上記の実施形態のいずれかによると、１４００℃以上の使用温度に２４時間暴露された
ときに５％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的完全性を維持し、生理
液中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機繊維が提供される。
【０２５９】
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　上記の実施形態のいずれかによると、１４００℃以上の使用温度に１６８暴露されたと
きに５％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的完全性を維持し、生理液
中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機繊維が提供される。
【０２６０】
　上記の実施形態のいずれかによると、耐高温性無機繊維は、１４００℃以上の使用温度
に２４時間暴露されたときに４％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械的
完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す。
【０２６１】
　上記の実施形態のいずれかによると、耐高温性無機繊維は、１４００℃以上の使用温度
に１６８時間暴露されたときに４％以下の線収縮を示し、上記使用温度への暴露後も機械
的完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す。
【０２６２】
　上記の実施形態のいずれかによると、１２６０℃以上の使用温度を有し、上記使用温度
への暴露後も機械的完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機
繊維を調製するための方法が提供される。
【０２６３】
　上記の実施形態のいずれかによると、１４００℃以上の使用温度を有し、上記使用温度
への暴露後も機械的完全性を維持し、生理液中で低い生体内持続性を示す、耐高温性無機
繊維を調製するための方法が提供される。
【０２６４】
　上記繊維を調製する方法は、（ｉ）シリカ及びマグネシア、又は（ｉｉ）シリカ及びカ
ルシア、又は（ｉｉｉ）シリカ、マグネシア及びカルシア、のいずれか、酸化リチウム、
所望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分
の溶融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２６５】
　上記繊維を調製する方法は、（ｉ）シリカ及びマグネシア、又は（ｉｉ）シリカ及びカ
ルシア、又は（ｉｉｉ）シリカ、マグネシア及びカルシア、のいずれか、及び約１質量％
までの酸化リチウム、所望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により
粘度調整剤を含む成分の溶融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、
を含む。上記繊維を調製する方法は、（ｉ）シリカ及びマグネシア、又は（ｉｉ）シリカ
及びカルシア、又は（ｉｉｉ）シリカ、マグネシア及びカルシア、のいずれか、及び０を
超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超え１１質量％までのジルコ
ニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶融物を形成する工程；及び該溶融物から
繊維を製造する工程、を含む。
【０２６６】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約６５～約８６質量％の
シリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化
リチウム、所望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤
を含む成分の溶融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２６７】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７０～約８０質量％の
シリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化
リチウム、所望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤
を含む成分の溶融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２６８】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７５～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウム、所望
により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶
融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。特定の例示的実施
形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約
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２５質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望によ
り０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶融物
を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２６９】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７６～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウム、所望
により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶
融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。特定の例示的実施
形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約
２４質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望によ
り０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶融物
を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２７０】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７７～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウム、所望
により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶
融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。特定の例示的実施
形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約
２３質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望によ
り０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶融物
を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２７１】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７８～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、及び約１質量％までの酸化リチウム、所望
により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶
融物を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。特定の例示的実施
形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約
２２質量％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望によ
り０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤を含む成分の溶融物
を形成する工程；及び該溶融物から繊維を製造する工程、を含む。
【０２７２】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、本明細書に開示するいず
れかの範囲のシリカ、本明細書に開示するいずれかの範囲のマグネシア、所望により本明
細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範
囲のジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記
の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）
０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ
）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約
０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉ
ｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２７３】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約６５～約８６質量％の
シリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
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【０２７４】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７０～約８０質量％の
シリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２７５】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７５～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２７６】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７６～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２７７】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７７～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２７８】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７８～約８０質量％の
シリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
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【０２７９】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７８～約８１質量％の
シリカ、約１９～約２２質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２８０】
　特定の例示的実施形態によると、上記繊維を調製する方法は、約７９～約８１質量％の
シリカ、約１９～約２１質量％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの
範囲のカルシア、所望により０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細
書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウ
ム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、
（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％
、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖ
ｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量
％、を含む成分の溶融物を形成する工程を含む。
【０２８１】
　限定するものではないが、無機繊維を調製するために成分の溶融物に添加される粘度調
整剤は、アルミナ、ボリア、及びアルミナとボリアとの混合物から選択されてもよい。粘
度調整剤は、成分の溶融物中に、溶融物を繊維化可能にするのに有効な量で含まれる。
【０２８２】
　上記の例示的実施形態のいずれかの複数の本開示の耐高温性・低生体内持続性無機繊維
から調製された繊維状絶縁材を用いて物品を熱絶縁する方法も提供される。該方法は、（
ｉ）シリカ及びマグネシア、又は（ｉｉ）シリカ及びカルシア、又は（ｉｉｉ）シリカ、
マグネシア及びカルシウムのいずれか、及び０を超え約１質量％までの酸化リチウム、所
望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成
物を含む無機繊維を複数含む熱絶縁材料を、熱絶縁しようとする物品の上、中、近傍又は
周辺に配置する工程を含み、繊維化生成物は、上に開示する繊維化生成物のいずれか１つ
を含む。
【０２８３】
　特定の例示的実施形態によると、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３６質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２８４】
　特定の例示的実施形態によると、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２８５】
　特定の例示的実施形態によると、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
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【０２８６】
　特定の例示的実施形態によると、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２８７】
　特定の例示的実施形態によると、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２８８】
　特定の例示的実施形態によると、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量
％のマグネシア、及び０を超え約０．４５質量％までの酸化リチウム、所望により０を超
え１１質量％までのジルコニア、及び所望により粘度調整剤の繊維化生成物を含む複数の
繊維；及び溶融物から繊維を製造する工程、を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２８９】
　特定の例示的実施形態によると、本明細書に開示するいずれかの範囲のシリカ、本明細
書に開示するいずれかの範囲のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範
囲のカルシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のジルコニア、所望により
本明細書に開示するいずれかの範囲の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化
リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％
まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４
質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％
、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０
４質量％、の繊維化生成物を含む複数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法
。
【０２９０】
　特定の例示的実施形態によると、約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９１】
　特定の例示的実施形態によると、約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
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【０２９２】
　特定の例示的実施形態によると、約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９３】
　特定の例示的実施形態によると、約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９４】
　特定の例示的実施形態によると、約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９５】
　特定の例示的実施形態によると、約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９６】
　特定の例示的実施形態によると、約７８～約８１質量％のシリカ、約１９～約２２質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
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【０２９７】
　特定の例示的実施形態によると、約７９～約８１質量％のシリカ、約１９～約２１質量
％のマグネシア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲のカルシア、所望により
０を超え約１１質量％までのジルコニア、所望により本明細書に開示するいずれかの範囲
の粘度調整剤、及び下記の範囲のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０
５質量％まで、（ｉｉ）０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約
０．０４質量％、（ｉｖ）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．
０４質量％、（ｖｉ）約０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０
４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む複
数の繊維を含む繊維状絶縁材で物品を熱絶縁する方法。
【０２９８】
　バルク繊維、ブランケット、ブロック、ボード、コーキング組成物、セメント組成物、
コーティング、フェルト、マット、型成形可能組成物、モジュール、紙、ポンプ圧送可能
組成物、パテ組成物、シート、タンピング材混合物、真空鋳造形体、真空鋳造型、又は織
布（例えば、組紐(braid)、布(cloth)、織物(fabric)、ロープ、テープ、スリーブ、芯材
）のうちの少なくとも１つを含む無機繊維含有物品も提供される。
【０２９９】
　ガラス組成物が、十分な耐高温性の繊維生成物を製造するための実現性のある候補とな
るには、製造される繊維は、製造可能で、生理液中で十分に可溶であり（即ち、低い生体
内持続性を有し）、高い供用温度に暴露する間、最小限の収縮及び最小限の機械的完全性
低下で高温に耐えることができなければならない。
【０３００】
　本無機繊維は、生理液中で低い生体内持続性を示す。生理液中で「低い生体内持続性」
とは、無機繊維が、インビトロ試験で、模擬肺液などのこのような流体に少なくとも部分
的に溶解することを意味する。
【０３０１】
　生体内持続性は、ヒトの肺の中の温度及び化学的条件をシミュレートした条件下で繊維
の質量損失率（ｎｇ／ｃｍ2時）を測定することによって試験できる。この試験は、約０
．１ｇの脱ショット繊維を５０ｍｌの模擬肺液（ＳＬＦ）に６時間暴露する工程からなる
。人体の温度をシミュレートするため、試験系全体を３７℃に維持する。
【０３０２】
　繊維をＳＬＦに暴露した後、ＳＬＦを集め、誘導結合プラズマ分光法を使ってガラス成
分を分析する。「ブランク」ＳＬＦ試料も測定し、ＳＬＦ中に存在する元素の補正に使用
する。このデータが得られると、試験の時間間隔における繊維の質量損失率を計算できる
。本発明の繊維は、模擬肺液中での生体内持続性が通常の耐火セラミック繊維よりも著し
く低い。
【０３０３】
　「粘度」は、ガラス溶融物が流動又は剪断応力に抵抗する能力を指す。粘度－温度関係
は、所与のガラス組成物が繊維化可能か否かの判定にとって極めて重要である。最適粘度
曲線は、繊維化温度では低粘度（０．５～５．０Ｐａ・ｓ（５～５０ポアズ））であり、
温度の低下に伴って徐々に上昇すると考えられる。溶融物が繊維化温度で十分に粘稠でな
い（即ち、薄すぎる）場合、結果として、非繊維化材料（ショット）の割合の高い、短く
細い繊維が得られる。溶融物が繊維化温度で粘稠すぎると、得られる繊維は、極端に粗大
（大きな直径）で、短くなるであろう。
【０３０４】
　粘度は、溶融物の化学的性質に依存し、粘度調整剤として作用する元素又は化合物にも
影響される。粘度調整剤により、繊維溶融物から繊維をブロー紡糸又は紡績することが可
能になる。しかし、このような粘度調整剤は、種類又は量のいずれかから、ブロー紡糸又
は紡績された繊維の溶解度、防縮性、又は機械的強度に悪影響を与えないことが望ましい
。
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【０３０５】
　規定の組成物の繊維が、許容可能な品質レベルで容易に製造できるか否かを試験する１
つの手法は、実験化学による粘度曲線が、容易に繊維化できる既知の生成物の粘度曲線と
一致するか否かを判定することである。粘度－温度プロファイルは、高温で動作可能な粘
度計で測定できる。更に、適切な粘度プロファイルは、通常の実験で、製造された繊維の
品質（指数、直径、長さ）を検査することにより推測できる。ガラス組成物の粘度対温度
曲線の形状は、溶融物の繊維化の容易さ、及び、その結果得られる繊維の品質を表す（例
えば、繊維のショット含量、繊維直径、及び繊維長さに影響する）。ガラスは、一般的に
、高温で低粘度である。温度が低下するにつれて、その粘度は高くなる。所与の温度にお
ける粘度の値は、粘度対温度曲線全体の勾配と同様に、組成の関数として変化するであろ
う。本発明の繊維溶融組成物は、容易に製造できる繊維の粘度プロファイルを有する。
【０３０６】
　無機繊維の線収縮は、高温における繊維の寸法安定性又は特定の連続供用若しくは使用
温度における繊維の性能の良好な尺度である。繊維の収縮の試験は、繊維をマット状に成
形し、該マットを一緒にニードルパンチ加工して、約６４～１６０ｋｇ／ｍ3（約４～１
０ｌｂ／ｆｔ3）の密度及び約２．５４ｃｍ（約１インチ）の厚みを持つブランケットと
することによって実施する。このようなパッドを、約７．６ｃｍ×約１２．７ｃｍ（３イ
ンチ×５インチ）の小片に切断し、白金製のピンを該材料の面内に挿入する。次に、これ
らのピンの間隔を注意深く測定して記録する。次いで、該パッドを炉内に置き、温度を上
げ、その温度で一定時間保持する。加熱後、ピン間隔を再度測定し、パッドが起こした線
収縮を決定する。
【０３０７】
　このような試験では、繊維片の長さ及び幅を注意深く測定し、パッドを炉内に置いて、
１２６０又は１４００℃の温度で２４又は１６８時間保持した。冷却後、外側寸法を測定
し、測定「前」と「後」とを比較することによって、線収縮を決定した。繊維がブランケ
ット形状で入手できる場合は、パッドを形成する必要はなく、ブランケットを直接測定し
てもよい。
【０３０８】
　繊維は、どのような用途でも自重を支えなければならず、動いている空気又はガスによ
る摩耗に耐えることもできなければならないことから、機械的完全性も重要な特性である
。繊維の完全性及び機械的強度の指標は、視覚及び触覚的観察、並びに供用温度暴露後の
繊維のこれらの特性の機械的な測定によって提供される。繊維が使用温度への暴露後にそ
の完全性を維持する能力は、圧縮強度及び圧縮復元率を試験することによって機械的に測
定することもできる。上記の試験は、それぞれ、パッドがいかに容易に変形されうるか、
及び５０％の圧縮後にパッドが示す弾力性（又は圧縮復元率）の量を測定する。目視及び
触覚的観察は、本発明の無機繊維が少なくとも１２６０又は１４００℃の使用温度への暴
露後に、無傷かつその形状を維持していることを示す。
【０３０９】
　特定の実施形態によると、低収縮、耐高温性無機繊維は、マグネシア及びシリカを主要
構成成分として含有する溶融物の繊維化生成物を含む。低生体内持続性無機繊維は、標準
的なガラス及びセラミック繊維製造方法によって製造される。シリカなどの原材料、エン
スタタイト、フォルステライト、マグネシア、マグネサイト、焼成マグネサイト、ジルコ
ン酸マグネシウム、ペリクレース、ステアタイト、又はタルクなどの任意の好適なマグネ
シア源。リチウムは、ＬｉＣＯ3として繊維溶融物に含まれてもよい。繊維溶融物中にジ
ルコニアが含まれる場合、バデレアイト、ジルコン酸マグネシウム、ジルコン又はジルコ
ニアなどの任意の好適なジルコニア源が、好適な炉内に導入され、この炉内で溶融され、
繊維化ノズルを使ってブロー紡糸されるか、又はバッチ若しくは連続モードで紡績される
。
【０３１０】
　マグネシア及びシリカの繊維化生成物を含む無機繊維は、「ケイ酸マグネシウム」繊維
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と呼ばれる。カルシア、マグネシア及びシリカの繊維化生成物を含む無機繊維は、「ケイ
酸カルシウムマグネシウム」繊維と呼ばれる。カルシア及びシリカの繊維化生成物を含む
無機繊維は、「ケイ酸カルシウム」繊維と呼ばれる。低収縮、耐高温性の無機繊維は、繊
維溶融物の化学組成の一部として、酸化リチウム含有原材料も含む。
【０３１１】
　特定の実施形態によると、本発明の無機繊維は、２μｍを超える平均直径を有する。特
定の実施形態によると、本発明の無機繊維は、２μｍを超え約７．５μｍまでの平均直径
を有する。特定の実施形態によると、本発明の無機繊維は、約３．５μｍ～約７μｍの平
均直径を有する。
【０３１２】
　上に開示する例示的な繊維化生成物のいずれか１つによると、無機繊維は、約１１００
℃～約１５００℃の温度における低収縮及び良好な機械的温度並びに低い生体内持続性を
示す。
【０３１３】
　上に開示する例示的な繊維化生成物のいずれか１つによると、無機繊維は、約１２６０
℃～約１５００℃の温度における低収縮及び良好な機械的温度並びに低い生体内持続性を
示す。
【０３１４】
（０２８８）　上に開示する例示的な繊維化生成物のいずれか１つによると、無機繊維は
、約１２６０℃～約１４００℃の温度における低収縮及び良好な機械的温度並びに低い生
体内持続性を示す。
【０３１５】
（０３１４）　上に開示する例示的な繊維化生成物のいずれか１つによると、無機繊維は
、約１４００℃～約１５００℃の温度における低収縮及び良好な機械的温度並びに低い生
体内持続性を示す。
【０３１６】
（０３１５）　意図的な酸化リチウム添加物を含有するケイ酸マグネシウム繊維は、１４
００℃の供用温度に２４時間暴露した後、１０％以下の線収縮を示す。他の実施形態にお
いて、意図的な酸化リチウム添加物を含有するケイ酸マグネシウム繊維は、１４００℃の
供用温度に２４時間暴露した後、５％以下の線収縮を示す。他の実施形態において、意図
的な酸化リチウム添加物を含有するケイ酸マグネシウム繊維は、１４００℃の供用温度に
２４時間暴露した後、４％以下の線収縮を示す。
【０３１７】
（０３１６）　意図的な酸化リチウム添加物を含有する無機繊維は、少なくとも１２６０
℃以上の連続供用又は動作温度での熱絶縁用途に有用である。特定の実施形態によると、
酸化リチウムを含有する繊維は、少なくとも１４００℃の連続供用又は動作温度における
熱絶縁用途に有用であり、酸化リチウム添加物を含有するケイ酸マグネシウム繊維は、１
５００℃以上の温度に暴露されるまで溶融しない。
【０３１８】
（０３１７）　無機繊維は、繊維ブロー紡糸又は紡績技術によって調製されてもよい。好
適な繊維ブロー紡糸技術は、マグネシア、シリカ、酸化リチウム、粘度調整剤、及び場合
によりジルコニアを含有する出発原材料を一緒に混合して、成分の材料混合物を形成する
工程、該成分の材料混合物を適当な容器又は入れ物に導入する工程、適当なノズルを通し
て放出するために、該成分の材料混合物を溶融する工程、及び該成分の溶融材料混合物の
放出流に高圧ガスを吹付けて、繊維を形成する工程を含む。
【０３１９】
（０３１８）　好適な繊維紡績技術は、出発原材料を一緒に混合して、成分の材料混合物
を形成する工程、該成分の材料混合物を好適な容器又は入れ物に導入する工程、適当なノ
ズルを通してスピニングホイールに放出するために、該成分の材料混合物を溶融する工程
を含む。次いで、上記溶融流は、ホイール上に瀑落して、ホイール被覆し、求心力によっ
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て放出され、その結果繊維を形成する。
【０３２０】
（０３１９）　いくつかの実施形態では、繊維は、溶融流を高圧／高速空気のジェットに
供することによって、又は溶融物を高速のスピニングホイールに注ぎ、遠心力を利用して
紡績することによって製造される。酸化リチウムは添加剤として溶融物に提供され、酸化
リチウム原材料の好適な供給源は、溶融された原材料に適量が単純に添加される。
【０３２１】
（０３２０）　繊維化される原材料の構成成分として酸化リチウムを添加すると、得られ
る繊維の使用温度への暴露後の線収縮が低下する。酸化リチウムは、無機繊維の外表面上
に連続又は不連続コーティングとして提供されてもよい。
【０３２２】
（０３２１）　成分の材料溶融物の粘度は、酸化リチウム含有化合物に加え、所望の用途
に必要な繊維化を提供するのに十分な量の粘度調整剤の存在によって任意に制御されても
よい。粘度調整剤は、溶融物の主要構成成分を供給する原材料中に存在してもよく、ある
いは、少なくとも一部は、別途添加されてもよい。原材料の望ましい粒径は、炉のサイズ
（ＳＥＦ）　、注入速度、溶融温度、滞留時間等の炉内での加熱条件により決定される。
【０３２３】
（０３２２）　繊維は既存の繊維化技術で製造し、複数の熱絶縁製品の形態に成形されて
もよく、その例としては、限定するものではないが、バルク繊維、繊維含有ブランケット
、ボード、紙、フェルト、マット、ブロック、モジュール、コーティング、セメント、型
成形可能組成物、ポンプ圧送可能組成物、パテ、ロープ、組紐、芯材、織物（例えば、布
、テープ、スリーブ、紐、糸等）、真空鋳造体及び複合材が挙げられる。繊維は、繊維含
有ブランケット、真空鋳造体及び複合材の製造において使用される従来材料と組み合わせ
て、従来の耐火性セラミック繊維の代替物として使用できる。繊維は、単独で、又は結合
剤等のような他の材料と組み合わせて、繊維含有紙及びフェルトの製造に使用できる。
【０３２４】
（０３２３）　繊維は、標準的なガラス炉加熱法によって容易に溶融され、標準的なＲＣ
Ｆ繊維化装置によって繊維化されてもよく、模擬体液に可溶である。
【０３２５】
（０３２４）　本開示の無機繊維を含有する熱絶縁材を使用して物品を絶縁する方法も提
供される。物品を絶縁する方法は、意図的な酸化リチウム添加物を含有する無機繊維を含
有する熱絶縁材料を、絶縁しようとする物品の上、中、近傍、又は周辺に配置する工程を
含む。
【０３２６】
（０３２５）　耐高温性無機繊維は、繊維のブロー紡糸又は紡績に好適な粘度を有する溶
融物から容易に製造可能であり、生理液中で非耐久性であり、供用温度までの良好な機械
的強度を示し、１４００℃以上までの卓越した線収縮及び繊維化のための改善された粘度
を示す。
【実施例】
【０３２７】
（０３２６）　以下の実施例は、酸化リチウム添加物含有無機繊維の例示的実施形態を更
に詳細に説明するため、並びに無機繊維の調製方法、該繊維を含有する熱絶縁物品の調製
方法、及び熱絶縁材として該繊維を使用する方法を例示するために記載される。しかし、
実施例は、いかなる方法によっても、繊維、繊維含有物品、又は繊維を製造し、若しくは
熱絶縁材として使用する方法を限定するものと解釈されるべきではない。
【０３２８】
線収縮
【０３２９】
（０３２７）　収縮パッドは、一列のフェルティングニードルを用いて繊維マットをニー
ドリングすることによって調製した。約７．６２ｃｍ×約１２．７ｃｍ（３インチ×５イ
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幅を、注意深く測定した。試験パッドを炉内に置き、２４時間、１４００℃の温度とした
。２４時間加熱した後、試験パッドを試験炉から取出して冷却した。冷却後、試験パッド
の長さ及び幅を再度測定した。試験パッドの線収縮率を、この「前」と「後」との寸法測
定値を比較することによって決定した。
【０３３０】
（０３２８）　第２の収縮パッドを、第１の収縮パッドで開示した方法と同様の方法で調
製した。ただし、第２の収縮パッドは、炉内に置いて、２４時間、１２６０℃の温度とし
た。２４時間加熱した後、試験パッドを試験炉から取出して冷却した。冷却後、試験パッ
ドの長さ及び幅を再度測定した。試験パッドの線収縮率を、この「前」と「後」との寸法
測定値を比較することによって決定した。
【０３３１】
圧縮復元率
【０３３２】
（０３２９）　無機繊維が使用温度への暴露後に機械的強度を保持する能力を、圧縮復元
率試験によって評価した。圧縮復元率は、所与の期間にわたる所望の使用温度への暴露に
応答する無機繊維の機械的性能の一尺度である。圧縮復元率は、無機繊維材料から製造し
た試験パッドを、選択した期間にわたって試験温度で焼成することによって測定する。そ
の後、焼成した試験パッドを、元の厚みの半分まで圧縮し、自然に復元させる。復元の量
を、パッドの圧縮厚みの％復元率として測定する。圧縮復元率は、１２６０℃の使用温度
に２４時間及び１６８時間、並びに１４００℃に２４時間及び１６８時間暴露した後で測
定した。特定の例示的実施形態によると、無機繊維から製造した試験パッドは、少なくと
も１０％の圧縮復元率を示す。
【０３３３】
繊維の溶解
【０３３４】
（０３３０）　無機繊維は、生理液中で非耐久性又は非生体内持続性である。生理液中で
「非耐久性」又は「非生体内持続性」とは、その無機繊維が、本明細書に記載のインビト
ロ試験で、このような流体（例えば、模擬肺液）に少なくとも部分的に溶解又は分解する
ことを意味する。
【０３３５】
（０３３１）　生体内持続性試験は、ヒトの肺の中の温度及び化学的条件をシミュレート
した条件下で繊維の質量損失率（ｎｇ／ｃｍ2時）を測定する。具体的には、繊維は、ｐ
Ｈ７．４の模擬肺液中で低い生体内持続性を示す。
【０３３６】
（０３３２）　模擬肺液中での繊維の溶解率を測定するために、約０．１ｇの繊維を、３
７℃に加温した模擬肺液を含む５０ｍＬ遠心管に入れる。これを次に、振盪培養器内に６
時間置き、１００サイクル／分で撹拌する。試験の終了時に、遠心管を遠心分離処理し、
溶液を６０ｍＬの注射器に注入する。次いで、この溶液を、０．４５μｍのフィルターに
通してあらゆる粒子状物質を除去し、誘導結合プラズマ分光分析を利用してガラス成分を
試験する。この試験は、中性に近いｐＨの溶液又は酸性溶液のいずれかを用いて実施して
もよい。特定の溶解率の基準は存在しないが、１００ｎｇ／ｃｍ２時を超える溶解度の値
を有する繊維は、非生体内持続性繊維を示すと考えられる。
【０３３７】
（０３３３）　表１は、様々な比較用及び本発明の繊維試料の繊維溶融物の化学組成を示
す。
【０３３８】
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【表１】

【０３３９】
（０３３４）　表２は、表１の繊維から製造したブランケットの厚さ［ｃｍ（インチ）］
を示す。
【０３４０】
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【表２】

【０３４１】
（０３３５）表３ａ－１及び３ａ－２は、表１の繊維から製造したブランケットの未焼成
及び焼成後の密度［ｋｇ／ｍ3（ｐｃｆ）］を示す。表３ｂは、表１の繊維の直径、繊維
指数、未焼成密度、未焼成厚さ及び初期引張強度を示す。
【０３４２】

【表３ａ－１】

【０３４３】
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【表３ａ－２】

【０３４４】
【表３ｂ】

【０３４５】
（０３３６）表４は、１２６０℃及び１４００℃に２４及び１６８時間暴露した後の、上
記繊維の収縮率の結果を示す。
【０３４６】
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【表４】

【０３４７】
（０３３７）表４は、繊維化生成物の構成成分として酸化リチウムの相乗的組合せを含む
ケイ酸マグネシウム無機繊維組成物が、１２６０℃及び１４００℃のいずれでも、意図的
な酸化リチウム添加物を欠くケイ酸マグネシウム無機繊維と比較して、より低い線収縮率
をもたらすことを示す。
【０３４８】
（０３３８）表５は、表１の繊維について、１２６０℃及び１４００℃に２４及び１６８
時間暴露した後の圧縮復元率、及び溶解度の結果を示す。
【０３４９】
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【表５】

【０３５０】
（０３３９）表５は、繊維化生成物の構成成分として意図的な酸化リチウム添加物を含む
ケイ酸マグネシウム無機繊維組成物が、１２６０℃及び１４００℃のいずれでも、意図的
な酸化リチウム添加物を欠くケイ酸マグネシウム無機繊維と比較して、圧縮復元率の改善
をもたらすことを示す。繊維化生成物の構成成分として酸化リチウム添加物を含むケイ酸
マグネシウム無機繊維組成物は、１２６０℃に２４時間暴露した後に、約５０％を超える
圧縮復元率を示す。繊維化生成物の構成成分として酸化リチウム添加物を含むケイ酸マグ
ネシウム無機繊維組成物は、１４００℃に１６８時間暴露した後に、約１５％を超える圧
縮復元率を示す。繊維化生成物の構成成分として酸化リチウム添加物を含むケイ酸マグネ
シウム無機繊維組成物は、１４００℃に２４時間暴露した後に、約２５％を超える圧縮復
元率を示す。
【０３５１】
（０３４０）表６は、表１の繊維について、１２６０℃及び１４００℃に２４及び１６８
時間暴露した後の圧縮強度の結果を示す。
【０３５２】
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【表６】

【０３５３】
（０３４１）本発明の無機繊維、熱絶縁材、該無機繊維の製造方法、及び該熱絶縁材を用
いて物品を絶縁する方法を、様々な実施形態に関連して説明してきたが、他の同様な実施
形態を使用してもよく、又は同じ機能を果たすために上記実施形態に変更若しくは追加を
行ってもよいことは理解されるべきである。更に、様々な例示的実施形態を、所望の結果
を生み出すために組み合わせてもよい。従って、本発明の無機繊維、熱絶縁材、該無機繊
維の製造方法、及び該熱絶縁材を用いて物品を絶縁する方法は、いかなる単一の実施形態
にも限定されるべきではなく、むしろ添付の特許請求の範囲の記述に従う広さ及び範囲で
解釈すべきである。本明細書に記載された実施形態は、単なる例示であり、また当業者は
本発明の精神及び範囲を逸脱することなく、変更及び修正を加えてもよいことは理解され
るであろう。このような変更及び修正は全て、上記のように、本発明の範囲内に含まれる
ことを意図するものである。更に、所望の結果を与えるために本発明の様々な実施形態を
組み合わせてもよいことから、開示された全ての実施形態は、必ずしも択一的ではない。
　以下において、本発明の好ましい態様は、以下の通りである。
１．約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を超え
約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、無機繊維。
２．（ｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．２質量％までの酸化リチウム；
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（ｖ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．１７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．１５質量％の酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．１質量％の酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．０５質量％までの酸化リチウム；
（ｘ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘｉ）約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．００５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
３．約６５～約８６質量％のシリカ、約１４～約３５質量％のマグネシア、及び次の範囲
のいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０を超
え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）約０
．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０．０
２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ）約
０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
４．約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を超え
約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
５．（ｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．１７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．００５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記４に記載の無機繊維。
６．約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び次の範囲
のうちいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０
を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）
約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０
．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ
）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む、上記５に記載の無機繊維。
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７．約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を超え
約０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
８．（ｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０
を超え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び
０を超え約０．０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を
超え約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）約７５～約８０質量％のシリカ、約２０～約２５質量％のマグネシア、及び０を超
え約０．００５質量％までの酸化リチウム。
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記７に記載の無機繊維。
９．約７０～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び次の範囲
のうちいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）０
を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ）
約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約０
．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉｉ
）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む、上記８に記載の無機繊維。
１０．約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え約
０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
１１．（ｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を
超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え
約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超
え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え
約０．２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え約
０．１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え
約０．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超
え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を
超え約０．０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え
約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約２４質量％のマグネシア、０を超え約
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０．００５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記３８に記載の無機繊維。
１２．約７６～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び次の範
囲のうちいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）
０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ
）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約
０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉ
ｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む、上記１１に記載の無機繊
維。
１３．約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え約
０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
１４．（ｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を
超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え
約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超
え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え
約０．２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え約
０．１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え
約０．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超
え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を
超え約０．０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え
約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約２３質量％のマグネシア、０を超え約
０．００５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記１３に記載の無機繊維。
１５．約７７～約８０質量％のシリカ、約２０～約３０質量％のマグネシア、及び次の範
囲のうちいずれか１つの酸化リチウム：（ｉ）０を超え約０．０５質量％まで、（ｉｉ）
０を超え約０．０４５質量％まで、（ｉｉｉ）約０．００２～約０．０４質量％、（ｉｖ
）約０．００５～約０．０４質量％、（ｖ）約０．０１～約０．０４質量％、（ｖｉ）約
０．０２～約０．０４質量％、（ｖｉｉ）約０．０３～約０．０４質量％、又は（ｖｉｉ
ｉ）約０．０３５～約０．０４質量％、の繊維化生成物を含む、上記１４に記載の無機繊
維。
１６．約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約
０．４５質量％までの酸化リチウムの繊維化生成物を含む、上記１に記載の無機繊維。
１７．（ｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を
超え約０．３５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え
約０．３質量％までの酸化リチウム；
（ｉｉｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超
え約０．２５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｖ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え
約０．２質量％までの酸化リチウム；
（ｖ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約
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０．１５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え
約０．１質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超
え約０．０７５質量％までの酸化リチウム；
（ｖｉｉｉ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を
超え約０．０５質量％までの酸化リチウム；
（ｉｘ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え
約０．０１質量％までの酸化リチウム；又は
（ｘ）約７８～約８０質量％のシリカ、約２０～約２２質量％のマグネシア、０を超え約
０．００５質量％までの酸化リチウム
のうちのいずれか１つの繊維化生成物を含む、上記１６に記載の無機繊維。
１８．前記繊維化生成物は、アルミナ、ボリア、及びこれらの混合物から選択される粘度
調整剤を更に含む、上記１～１７のいずれか一項に記載の無機繊維。
１９．（ｉ）前記繊維化生成物は、０を超え約１１質量％のジルコニアを含む；
（ｉｉ）前記繊維化生成物は、Ｆｅ2Ｏ3として測定した酸化鉄を１質量％以下で含有する
；
（ｉｉｉ）前記繊維化生成物は、１質量％以下のカルシアを含有する；及び／又は
（ｉｖ）前記繊維は、約３．５μｍを超え約７．５μｍまでの平均直径を有する
のうちの少なくとも１つを更に特徴とする、上記１～１８のいずれか一項に記載の無機繊
維。
２０．前記繊維は、１２６０℃で５％以下の収縮を示す、上記１～１９のいずれか一項に
記載の無機繊維。
２１．前記繊維は、１４００℃で５％以下の収縮を示す、上記１～１９のいずれか一項に
記載の無機繊維。
２２．生理食塩水中での低い生体内持続性、低収縮、及び良好な機械的強度を示す無機繊
維を調製する方法であって、
（ｉ）（ａ）シリカ及びマグネシア、又は（ｉ）（ｂ）シリカ及びカルシア、又は（ｉ）
（ｃ）シリカ、マグネシア及びカルシウム、及び（ｉｉ）０を超え約０．４５質量％まで
の酸化リチウム、（ｉｉｉ）所望により０を超え１１質量％までのジルコニア、及び（ｉ
ｖ）所望により粘度調整剤、を含む成分の溶融物を形成する工程；及び前記溶融物から繊
維を製造する工程を含む、方法。
２３．上記１～２１のいずれか一項に記載の無機繊維を複数含む熱絶縁材料を、物品の上
、中、近傍又は周辺に配置する工程を含む、物品を絶縁する方法。
２４．バルク繊維、ブランケット、ブロック、ボード、コーキング組成物、セメント組成
物、コーティング、フェルト、マット、型成形可能組成物、モジュール、紙、ポンプ圧送
可能組成物、パテ組成物、シート、タンピング材混合物、真空鋳造形体、真空鋳造型、又
は織布、組紐、布、織物、ロープ、テープ、スリーブ、芯材のうちの少なくとも１つを含
む無機繊維含有物品であって、前記繊維含有物品は上記１～２１のいずれか一項に記載の
繊維化生成物を含む、繊維含有物品。
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